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当院で訪問診療を受けておられる患者さんの 

診療情報等を研究に利用することについての 

お知らせ 

 

山茶花在宅クリニックでは、九州医療センター倫理審査委員会 の審査を受け、院長承認のもと、

下記の臨床研究を実施しております。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

当該研究に診療情報等が用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の[相談窓口]までお申出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。なお、研究の進捗状況によっては、

あなたのデータを取り除くことができない場合がございますので、ご了承ください。 

研究課題名 訪問診療を受ける高齢患者の栄養リスクに関連する因子に関する横断研究 

研究実施機関の 

研究責任者 

山茶花在宅クリニック 責任者氏名 松本 好晴 

研究の背景 栄養状態の評価として、Geriatric Nutritional Risk Index（GNRI）が

ありますが、最近では、GNRI は栄養評価としてだけではなく、高齢者の心

筋梗塞や胃癌、大腸癌の予後因子となっているという報告もあり、栄養リ

スクに関連する因子を検討することで、高齢者が全身状態を維持し、たと

え治療を要する状態となったとしても、今後の生活の維持や改善に繋がる

一助となる可能性が考えられます。 

研究目的 訪問診療を受けている患者の栄養リスクに関連する医学的因子や社会的因

子に関する報告は少なく、この因子を明らかにすることで訪問診療を受け

ている患者が入院を要する状態となっても、これまでの住み慣れた環境で

の生活を続けることができると考えます。 

研究実施期間 【調査対象期間】2023年4月1日から2024年6月30日までに当院で訪

問診療を受けた方を調査 

【研究期間】倫理審査委員会承認後から 2025年 12月 31日まで 

研究の方法 【対象となる方】 

当院で訪問診療を受けている方が対象となりますが、65 歳未満の方や、
研究に使用する診療情報などが欠落した方は除かれます。 
【調査方法】 
診療録から下記の情報を収集して、解析します。 

【研究に利用する診療情報】  

 

☒年齢  ☒性別  ☒身長 ☒体重  ☐写真【部位：      】 

☒病歴 ☒既往歴  ☒治療歴【治療薬；内服数、下剤、睡眠薬、抗精

神病薬】   

☐予後【「発症（手術）から●年目まで」など具体的に記載】 



☒臨床検査データ【アルブミン値、総コレステロール値、血清クレア

チニン値、ヘモグロビン値、中性脂肪値 】 

☐画像データ【   】 

☐アンケート【   】 

☐有害事象【副作用・合併症の発生等】 

☒その他【 介護保険の介護度、利用している介護保険サービス（訪

問看護、訪問介護、通所介護、訪問リハビリテーション）、主治医意

見書記載項目（短期記憶、障害高齢者の日常生活自立度、認知症高齢

者の日常生活自立度、日常の意思決定を行うための認知能力 、 

自分の意思の伝達能力、周辺症状）、居住先、食形態(主食(米飯、粥食、

ミキサー食、経管栄養)、主菜（並菜、刻み菜、ミキサー食、経管栄

養）、窓口負担割合)  】 

【情報等の管理】 

●情報の管理責任者 

山茶花在宅クリニック（副院長）  （氏名）松本 好晴 

個人情報の取扱い 情報等には個人情報が含まれますが、利用する場合には、お名前、住所

など、個人を直ちに判別できるような情報は削除します。研究成果は学会

や学術雑誌で発表されますが、個人を直ちに判別できるような情報は利用

しません。 

研究組織 この研究は、当院のみの単施設研究です。 

 

研究代表施設 

（研究代表者） 

山茶花在宅クリニック（副院長） 松本 好晴 

相談窓口 山茶花在宅クリニック（副院長） 松本 好晴 

〒812-0016福岡県福岡市博多区博多駅南3丁目 4-36-101 

電話番号092-402-0604 

 

 


